
Ⅱ　産業間の連携戦略

起業や新事業展開の促進
連携テーマ《起業や新事業展開の促進》の取り組みの概要
　
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　これまで「土佐まるごとビジネスアカデミー（土佐MBA）」による産業人材の育成や「こう
ちスタートアップパーク（KSP）」による起業の促進、産学官民連携及び企業間連携による新
事業展開の促進を進めてきました。

　本県の持続的な経済成長を図るためには、若者にとって魅力のある仕事の創出をはじめ起業
支援の取り組みの更なる強化や県内企業等によるイノベーションや新事業創出の取り組みを促
進することが必要です。また、これらの実現のためには企業力の向上が必要であり、それを下
支えする産業人材の育成が重要となります。

　

　②　第５期計画ver.2の取り組み
　産業の創出や若者の雇用拡大につなげることを目的として、産学官民連携による起業や新事
業展開の促進に取り組んでいきます。
　

柱１　起業・新事業展開に向けた総合的なサポート
　

・起業の促進

　起業支援のプラットフォームであるKSPにおいて、起業関心層の拡充に取り組むほか起業の
準備段階に応じた各種プログラムの提供により、県内全域での起業を支援します。

　特に、都市部の学生や若者を本県に呼び込むため、県ゆかりの起業家との交流イベントを都
市部で開催するとともに、県内の起業家と交流する「移住×起業」をテーマとした体験ツアー
等を新たに実施するなど、起業支援の取り組みを強化します。

・イノベーションの促進

　全国のスタートアップ企業等が持つ独自技術を生かし県内企業等の新事業創出と地域課題の
解決を促進するイノベーションのプラットフォームを構築します。　　　　　

　合わせて、事業創出を支援する補助制度を創設するとともに、産学官民連携コーディネー
ターやイノベーション促進アドバイザーによる、アイデアの磨き上げから事業化までの切れ目
ないサポートを行うことで、県内企業の新事業展開を支援します。

　さらに、次世代産業創造プロジェクトである「ヘルスケアイノベーションプロジェクト」や
「アニメプロジェクト」を推進し、イノベーションの創出を図ります。

・産業人材の育成

　ビジネスに関する基礎知識から応用・実践力まで、ニーズに合わせて体系的に身につけられ
る人材育成プログラム「土佐まるごとビジネスアカデミー」を通じて、産業振興の担い手とな
る人材を育成します。

　特に、県内で働く女性をターゲットとした講座や交流会、中山間地域等で起業した小規模事
業者等の事業継続を支えるビジネス基礎講座の実施などを通じて、県政課題である女性活躍推
進、中山間地域対策に資する講座を新たに展開します。
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は
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取
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R
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～
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R

2
～

R
5
）

4
5
件

（
年

間
）

1
8
0
件

（
R

6
～

R
9
）

○

１
　

構
造

転
換

型
県

産
学

官
民

連
携

セ
ン

タ
ー

（
コ

コ
プ

ラ
）
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

機
能

及
び

支
援

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

（
累

計
）

1
4
件

（
R
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～
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R
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R
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⇒
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R
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課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
こ

う
ち

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
パ

ー
ク

（
K
S
P

）
を

通
じ

た
起

業
件

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
起

業
相

談
や

セ
ミ

ナ
ー

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

起
業

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
メ

ー
ル

・
電

話
に

よ
り

随
時

確
認

・
補

助
金

採
択

者
に

つ
い

て
は

、
補

助
事

業
実

績
報

告
に

よ
り

確
認

9
1
件

（
R

2
～

R
4
）

1
2
8
件

（
R

2
～

R
5
）

1
8
0
件

（
R

6
～

R
9
）

1
 起

業
関

心
層

の
拡

充
①

小
中

学
生

向
け

起
業

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

　
・
小

学
1
～

3
年

生
：
2
回

　
・
小

学
校

4
～

6
年

生
：
3
回

　
・
中

学
生

：
2
回

②
小

中
高

校
を

対
象

と
し

た
起

業
家

講
演

の
実

施
　

・
県

内
小

中
高

校
：
1
0
校

2
 起

業
支

援
①

専
門

家
等

に
よ

る
起

業
相

談
や

段
階

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

　
・
K
S
P

会
員

数
：
1
,6

0
7
名

(R
7
.1

末
)

　
・
K
S
P

を
通

じ
た

起
業

件
数

：
3
5
件

(R
7
.1

末
)

　
・
セ

ミ
ナ

ー
等

参
加

者
：
延

べ
3
2
0
名

（
2
2
講

座
）
（
R

7
.1

末
）
　

※
土

佐
M

B
A

と
一

部
重

複
②

県
内

で
新

た
に

地
域

課
題

の
解

決
に

つ
な

が
る

起
業

等
を

す
る

方
に

対
し

、
必

要
な

経
費

の
一

部
を

補
助

　
・
地

域
課

題
解

決
起

業
支

援
事

業
費

補
助

金
　

　
採

択
件

数
：
1
2
件

（
通

常
枠

：
7
件

、
中

山
間

地
域

枠
：
5
件

）

1
 起

業
関

心
層

の
拡

充
　

・
「
起

業
」
へ

の
関

心
は

一
定

高
ま

っ
て

い
る

も
の

の
、

「
起

業
」

を
将

来
の

選
択

肢
と

し
て

検
討

す
る

学
生

は
少

数
　

・
起

業
家

と
の

交
流

や
起

業
体

験
等

、
起

業
を

身
近

に
感

じ
、

起
業

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
取

り
組

み
が

必
要

2
 起

業
支

援
　

・
魅

力
あ

る
仕

事
を

つ
く
り

、
若

者
や

女
性

の
定

着
に

つ
な

げ
る

た
め

の
更

な
る

起
業

支
援

の
取

り
組

み
が

必
要

　
ア

　
都

市
部

の
若

者
に

高
知

で
起

業
す

る
こ

と
に

目
を

向
け

て
も

ら
い

、
起

業
が

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
の

選
択

肢
と

な
る

よ
う

な
取

り
組

み
が

必
要

　
イ

　
地

方
へ

移
住

し
て

起
業

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
若

者
に

、
高

知
で

の
起

業
を

イ
メ

ー
ジ

し
具

体
的

な
行

動
へ

と
つ

な
げ

て
も

ら
う

た
め

の
施

策
が

必
要

　
・
中

山
間

地
域

活
性

化
や

人
口

減
少

対
策

の
観

点
で

は
、

地
域

で
暮

ら
し

て
い

く
た

め
の

新
た

な
生

業
づ

く
り

が
必

要
で

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

起
業

支
援

策
が

必
要

1
 起

業
関

心
層

の
拡

充
　

・
 小

中
高

校
生

の
起

業
マ

イ
ン

ド
を

醸
成

す
る

機
会

の
創

出
【
R

6
～

R
9
】

　
・
 親

世
代

に
起

業
へ

の
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

、
広

報
番

組
を

作
成

・
周

知
【
R

6
】

2
 県

内
全

域
で

の
起

業
の

促
進

　
・
 中

山
間

地
域

で
の

起
業

を
後

押
し

す
る

た
め

、
相

談
体

制
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

補
助

制
度

等
に

よ
り

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
 都

市
部

の
学

生
や

若
者

を
本

県
に

呼
び

込
む

た
め

、
県

ゆ
か

り
の

起
業

家
と

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

都
市

部
で

開
催

【
R

7
～

R
9
】

　
・
 都

市
部

の
若

者
を

対
象

に
、

県
内

の
起

業
家

と
交

流
す

る
「
移

住
×

起
業

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

体
験

ツ
ア

ー
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

で
の

起
業

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

課
題

解
決

起
業

支
援

事
業

費
補

助
金

の
「
中

山
間

地
域

枠
」
の

補
助

要
件

の
見

直
し

【
R

7
】

⇒
　

別
図

＜
起

0
1
＞

参
照

（
P

1
3
6
）

<
こ

う
ち

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
パ

ー
ク

（
K
S
P

）
の

会
員

数
（
累

計
）
>

1
,3

7
1
人

（
R

5
年

度
末

）
　

↓
2
,3

7
1
人

（
R

9
年

度
末

）

2
県

産
学

官
民

連
携

セ
ン

タ
ー

（
コ

コ
プ

ラ
）
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

機
能

及
び

支
援

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
各

高
等

教
育

機
関

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

へ
の

調
査

（
1
回

/
年

　
2
月

予
定

）
・
補

助
事

業
者

か
ら

の
報

告
（
1
回

/
年

　
1
2
月

）

1
4
件

（
R

2
～

R
4
）

1
8
件

（
R

2
～

R
5
）

3
6
件

（
R

6
～

R
9
）

1
 イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
①

産
学

官
民

連
携

セ
ン

タ
ー

「
コ

コ
プ

ラ
」
を

核
と

し
た

交
流

機
会

の
創

出
、

 企
業

と
高

等
教

育
機

関
や

企
業

同
士

の
交

流
･連

携
を

さ
ら

に
促

進
　

　
　

・
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

を
通

じ
た

交
流

機
会

の
創

出
　

　
　

　
　

　
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

実
施

回
数

：
9
回

（
R

6
.5

～
R

7
.1

）
　

　
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

参
加

者
数

：
延

べ
1
9
1
名

②
「
産

学
官

民
連

携
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」
を

新
設

し
、

ア
イ

デ
ア

の
掘

り
起

こ
し

か
ら

マ
ッ

チ
ン

グ
、

さ
ら

に
は

事
業

化
ま

で
、

一
貫

し
た

伴
走

支
援

を
実

施
　

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

稼
働

　
　

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

稼
働

状
況

：
1
9
回

（
R

6
.4

～
R

7
.2

）
③

産
学

官
連

携
産

業
の

創
出

を
支

援
　

・
産

学
官

連
携

産
業

創
出

支
援

事
業

費
補

助
金

：
採

択
件

数
2
件

　
　

※
新

規
1
件

、
継

続
1
件

2
 次

世
代

産
業

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
新

規
立

地
及

び
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
①

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(別
紙

参
照

）
②

ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(別

紙
参

照
）

1
 イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
　

・
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

を
通

じ
て

、
一

定
、

産
学

官
民

の
交

流
の

機
会

は
創

出
で

き
て

い
る

が
、

そ
こ

か
ら

具
体

的
な

連
携

に
つ

な
が

る
案

件
は

限
定

的
で

あ
る

。
　

・
新

事
業

に
取

り
組

み
た

い
県

内
企

業
の

掘
り

起
こ

し
が

十
分

で
な

い
。

ま
た

、
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
に

向
け

た
新

し
い

技
術

等
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
伴

走
支

援
も

十
分

で
な

い
。

　
・
既

存
の

補
助

制
度

は
研

究
開

発
フ

ェ
ー

ズ
の

支
援

が
中

心
と

な
っ

て
お

り
、

事
業

化
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

2
 次

世
代

産
業

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
新

規
立

地
及

び
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
①

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(別
紙

参
照

）
②

ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(別

紙
参

照
）

1
 産

学
官

民
連

携
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
新

事
業

の
創

出
　

・
産

学
官

民
連

携
セ

ン
タ

ー
「
コ

コ
プ

ラ
」
を

核
と

し
た

交
流

機
会

の
創

出
、

企
業

と
高

等
教

育
機

関
、

も
し

く
は

企
業

同
士

の
交

流
や

連
携

を
さ

ら
に

促
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
産

業
界

と
高

等
教

育
機

関
の

課
題

等
の

共
有

を
図

り
、

具
体

的
な

産
学

連
携

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
の

産
業

界
と

高
等

教
育

機
関

と
の

意
見

交
換

の
場

を
新

た
に

設
置

【
R

7
～

R
9
】

　
・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

等
の

持
つ

新
技

術
を

活
用

す
る

等
、

政
策

課
題

の
解

決
や

県
内

企
業

の
新

事
業

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
促

進
す

る
新

た
な

仕
組

み
と

な
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

築
【
R

7
～

R
9
】

　
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
旧

産
学

官
民

連
携

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
に

よ
る

、
ア

イ
デ

ア
の

掘
り

起
こ

し
か

ら
マ

ッ
チ

ン
グ

、
さ

ら
に

は
事

業
化

ま
で

、
一

貫
し

た
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
新

事
業

創
出

の
た

め
、

実
証

・
製

品
化

フ
ェ

ー
ズ

を
補

助
金

に
よ

り
支

援
【
R

7
～

R
9
】

⇒
　

別
図

＜
起

0
2
＞

参
照

（
P

1
3
7
）

2
 次

世
代

産
業

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
新

規
立

地
及

び
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
①

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(別
紙

参
照

）
②

ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(別

紙
参

照
）

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

立
ち

上
げ

件
数

ー
（
R

2
～

R
5
）

↓ 8
件

（
R

7
～

R
9
）

新
製

品
の

開
発

件
数 ー

（
R

2
～

R
5
）

↓ 3
件

（
R

7
～

R
9
）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》起
業
や
新
事
業
展
開
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

起
業
・新
事
業
展
開
に
向
け
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

4
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》起
業
や
新
事
業
展
開
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

起
業
・新
事
業
展
開
に
向
け
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

3
土

佐
M

B
A

（
連

続
講

座
）
の

受
講

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
受

講
者

に
対

し
、

年
度

末
に

メ
ー

ル
に

よ
り

確
認

-
-

1
2
件

（
R

6
～

R
9
）

1
 産

業
人

材
の

育
成

①
経

営
を

体
系

的
に

学
べ

、
受

講
者

の
異

業
種

交
流

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

つ
な

が
る

連
続

講
座

を
実

施
　

・
連

続
講

座
数

：
4
講

座
（
R

6
.6

～
R

7
.1

）
　

・
受

講
者

数
：
4
7
名

②
女

性
の

活
躍

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
「
女

性
の

た
め

の
ビ

ジ
ネ

ス
講

座
」
を

実
施

　
・
講

座
数

：
2
講

座
（
R

6
.5

、
R

6
.1

0
）

　
・
受

講
者

数
：
3
6
名

③
ア

イ
デ

ア
を

創
発

し
、

具
体

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
に

落
と

し
込

む
手

法
等

を
学

ぶ
「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
」
を

開
設

　
・
講

座
数

：
1
0
講

座
（
R

6
.5

～
R

7
.1

）
　

・
受

講
者

数
：
延

べ
1
9
7
名

　
※

コ
コ

プ
ラ

サ
ロ

ン
及

び
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

講
座

④
起

業
希

望
者

が
ア

イ
デ

ア
の

磨
き

上
げ

方
法

や
事

業
計

画
の

策
定

等
に

つ
い

て
学

べ
る

「
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

コ
ー

ス
」
を

開
設

　
・
講

座
数

：
2
2
講

座
　

（
R

6
.6

～
R

7
.1

）
　

・
受

講
者

数
：
延

べ
3
2
0
名

　
※

K
S
P

と
一

部
重

複

1
 産

学
官

民
連

携
に

よ
る

産
業

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
土

佐
ま

る
ご

と
ビ

ジ
ネ

ス
ア

カ
デ

ミ
ー

（
土

佐
M

B
A

）
」
の

実
施

　
・
組

織
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

難
し

さ
や

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

不
在

と
い

っ
た

働
く
女

性
特

有
の

悩
み

の
解

消
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

が
必

要
　

・
中

山
間

地
域

等
に

お
い

て
起

業
後

の
事

業
継

続
の

た
め

に
必

要
と

な
る

学
び

を
提

供
す

る
場

が
必

要

1
 産

学
官

民
連

携
に

よ
る

産
業

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
土

佐
ま

る
ご

と
ビ

ジ
ネ

ス
ア

カ
デ

ミ
ー

（
土

佐
M

B
A

）
」
の

実
施

　
・
経

営
を

体
系

的
に

学
べ

、
受

講
者

の
異

業
種

交
流

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

つ
な

が
る

対
面

の
連

続
講

座
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

内
で

働
く
女

性
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

講
座

に
加

え
、

学
び

を
き

っ
か

け
と

し
た

、
女

性
同

士
の

交
流

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

目
的

と
し

た
交

流
会

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

等
で

起
業

し
た

小
規

模
事

業
者

等
の

事
業

継
続

を
支

え
る

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

講
座

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

<
土

佐
M

B
A

の
会

員
数

（
累

計
）
>

1
,3

4
0
人

（
R

5
年

度
末

）
　

↓
2
,1

4
0
人

（
R

9
年

度
末

）
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起
業

の
さ

ら
な

る
促

進
起

業
に

チ
ャレ

ン
ジ

す
る

気
運

を
醸

成
す

る
とと

も
に

、起
業

相
談

や
準

備
段

階
に

応
じた

プ
ログ

ラム
等

を
実

施
す

る
こと

で
、起

業
の

促
進

を
図

る
。

目
的

＜
R6

年
度

実
績

＞
　①

起
業

相
談

件
数

：
延

べ
22

1人
　②

講
座

参
加

者
数

：
延

べ
36

6人
　③

起
業

件
数

:4
5件

 ※
目

標
45

件
に

対
して

計
画

どお
り達

成
＜

課
題

＞
　

　①
魅

力
の

あ
る

仕
事

をつ
くり

、若
者

や
女

性
の

定
着

に
つ

な
げ

る
た

め
、

  　
  さ

らな
る

起
業

支
援

の
取

組
が

必
要

　②
中

山
間

地
域

で
の

さら
な

る
起

業
の

促
進

が
必

要

現
状

・課
題

第
5期

計
画

（
令

和
9年

度
）

の
目

指
す

姿

　(
1)

魅
力

あ
る

仕
事

を
つ

くり
、若

者
や

女
性

の
定

着
に

つ
な

げ
る

　　
  た

め
、都

市
部

の
若

者
の

呼
び

込
み

を
行

う

  (
2)

中
山

間
地

域
で

の
さら

な
る

起
業

の
促

進
に

向
け

て
補

助
　　

　制
度

の
拡

充
を

行
う

　

(1
)起

業
気

運
の

醸
成

 ①
起

業
を

体
験

で
き

る
ワー

クシ
ョッ

プ
の

実
施

 　
(小

学
4～

6年
生

:3
回

、中
学

生
:2

回
)

 ②
県

出
身

・在
住

起
業

家
の

学
校

へ
の

派
遣

 　
(小

中
高

等
学

校
:全

10
校

)

起
業

関
心

層
の

拡
充

起
業

支
援

小
中

高
校

生

(1
)大

学
生

の
呼

び
込

み
　

 ①
学

生
ミー

トア
ップ

(年
1回

)
 ②

ビジ
ネ

ス
コン

テ
ス

ト(
年

1回
)

(2
)若

者
等

の
呼

び
込

み
 ①

「移
住

×
起

業
」セ

ミナ
ー

(年
3回

)　

大
学

生
・若

者
等

(1
)大

学
生

向
け

支
援

 ①
セ

ミナ
ー

 ②
伴

走
型

プ
ログ

ラム
(随

時
)

 ③
ア

クセ
ラレ

ー
シ

ョン
プ

ログ
ラム

(随
時

)　
　

(2
)若

者
向

け
支

援
 ①

「移
住

×
起

業
」体

験
ツア

ー
(年

1回
)

新

新

補
助

金
相

談
(月

2回
)

Ⅰ
 起

業
相

談
　

10
14

15
29

33
29

37
45

01020304050

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

　
＜
こ
う
ち
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
パ
ー
ク
を
通
じ
た
起
業
件
数
＞

令
和

７
年

度
  起

業
促

進
に

向
け

た
取

り組
み

Ⅱ
 プ

ロ
グ

ラ
ム

　

（
件

数
）

起
業

希
望

者
に

対
し、

準
備

段
階

に
応

じた
講

座
等

を
実

施

事
業

計
画

策
定

ｾﾐ
ﾅｰ

(年
6回

)

応
用

実
践

連
続

講
座

(全
5回

)✕
1回

入
門

講
座

(年
2回

)

入
門

・関
心

基
礎

講
座

(年
2回

)

移
住

×
起

業
ｾﾐ

ﾅｰ
(年

3回
) 

※
再

掲

地
域

資
源

活
用

講
座

(全
5回

)✕
1回

応
用

・実
践

直
 前

地
域

課
題

解
決

起
業

支
援

事
業

費
補

助
金

　 
起

業
に

必
要

な
　 

経
費

を
補

助

Ⅲ
 補

助
金

　

起
業

ｺﾝ
ｼｪ

ﾙｼ
ﾞｭ

(週
1回

)
東

京
・大

阪
窓

口
(月

4枠
)

先
輩

起
業

家
(随

時
)

大
学

生
・若

者
等

　民
間

起
業

支
援

団
体

、U
Iﾀ

ｰﾝ
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄｾ

ﾝﾀ
ｰ

　民
間

起
業

支
援

団
体

、U
Iﾀ

ｰﾝ
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄｾ

ﾝﾀ
ｰ、

金
融

機
関

、商
工

会
議

所
、商

工
会

(1
)金

融
機

関
(2

)商
工

会
議

所
(3

)商
工

会
(4

)よ
ろ

ず
支

援
拠

点
(5

)民
間

起
業

支
援

団
体

連
携

連
携

連
携

①
通

常
枠

②
中

山
間

地
域

枠

等

(1
)令

和
6年

度
に

、講
座

を充
実

(R
5:

22
講

座
 →

 R
6:

24
講

座
)さ

せ
て

お
り、

講
座

参
加

者
数

は
増

加
(2

)参
加

者
へ

の
ア

フタ
ー

フォ
ロー

等
に

よ
り、

令
和

6年
度

の
目

標
を

達
成

目
標

　◆
こう

ち
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
パ

ー
ク

を
通

じた
起

業
件

数
　 

　R
7：

45
件

 ⇒
 累

計
（

R
6～

R
9）

：
18

0件

拡

地
域

の
窓

口
(随

時
/1

0か
所

)

拡

拡

45

交
流

会
　(

年
5回

)

＜
起

01
＞
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ロ
ー

カ
ル

イ
ノベ

ー
シ

ョン
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム

総
合

窓
口

（
産

業
イ

ノベ
ー

シ
ョン

課
）

※
専

用
W

EB
サ

イ
ト

で
の

課
題

の
提

示

　　
　　

　新
事

業
創

出
機

能

　　
　　

　ス
タ

ー
トア

ップ
企

業
等

か
ら

の
提

案
調

整
機

能

ス
ター

トア
ップ

企
業

等
庁

内
各

部
局

等

 各
部

局
等

の
課

題
に

対
して

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
か

ら
の

提
案

を
受

け
付

け
、各

部
局

へ
つ

な
ぐ総

合
窓

口

 県
が

抱
え

る
地

域
課

題
や

実
現

し
た

い
テ

ー
マ

に
対

し
て

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
が

持
つ

技
術

と県
内

企
業

の
リソ

ー
ス

を
掛

け
合

わ
せ

て
新

事
業

を
創

出

産
学

官
民

連
携

ス
ター

トア
ップ

企
業

等

庁
内

各
部

局

・市
町

村
・県

内
企

業
・事

業
者

団
体

　　
　　

　等

マ
ッチ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

■
テ

ー
マ

設
定

（
２

テ
ー

マ
）

※
あ

らか
じめ

部
局

に
照

会
し、

複
数

の
テ

ー
マ

を
選

定
（

テ
ー

マ
例

）
　・

持
続

可
能

な
中

山
間

地
域

の
実

現
　・

女
性

の
活

躍
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス

個
別

プ
ロ

ジ
ェク

ト
立

ち
上

げ

製
品

開
発

・実
証

実
験

・市
場

調
査

事
業

化

新 事 業 提 案

テ ー マ 出 し

　産
学

官
民

連
携

コー
デ

ィネ
ー

タ
ー

ビジ
ネ

ス
ア

イ
デ

ア
創

出
・マ

ッチ
ン

グ

ココ
プ

ラサ
ロン

コー
デ

ィネ
ー

ター
と

産
業

界
との

意
見

交
換

新 機
能

１

機
能

２

相
互

に
連

携
・企

業
に

対
す

る
高

等
教

育
機

関
の

研
究

者
等

の
紹

介
・共

同
研

究
等

の
コー

デ
ィネ

ー
ト

サ
ポ

ー
ト

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノベ
ー

シ
ョン

プ
ロ

ジ
ェク

ト
ア

ニ
メ

プ
ロ

ジ
ェク

ト

次
世

代
産

業
創

造
プ

ロジ
ェク

ト

提
案

《課
題

》

　(
1)

県
内

企
業

の
新

事
業

創
出

や
地

域
の

課
題

解
決

の
た

め
に

は
、全

国
の

ス
ター

トア
ップ

企
業

等
の

持
つ

新
た

な
技

術
等

の
活

用
が

　　
 必

要

　(
2)

産
学

官
民

連
携

に
よる

新
事

業
創

出
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、県
内

産
業

界
と高

等
教

育
機

関
の

交
流

の
さら

な
る

強
化

が
必

要

現
状

・課
題

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

(1
)ス

ター
トア

ップ
企

業
等

の
新

技
術

や
高

等
教

育
機

関
の

シ
ー

ズ
を

活
用

した
　　

県
内

企
業

の
新

事
業

創
出

(2
)県

外
ス

ター
トア

ップ
企

業
等

の
県

内
へ

の
拠

点
設

置
(3

)地
域

課
題

の
解

決

目
標

　◆
ココ

プ
ラ

の
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
機

能
　　

　　
　及

び
支

援
を

通
じ

た
起

業
・新

事
業

展
開

件
数

　　
　　

　　
R

7：
９

件
 ⇒

 ４
年

後
（

R
6～

R
9）

：
36

件
　　

　　
　　

  　
　産

学
官

民
連

携
に

よ
る

、県
内

企
業

等
の

イノ
ベ

ー
シ

ョン
・新

事
業

創
出

や
地

域
課

題
の

解
決

を
促

進
す

る
。

目
的

《現
状

》
　(

1)
これ

まで
の

取
組

に
よ

り、
産

学
官

民
の

交
流

及
び

連
携

の
き

っか
け

づ
くり

は
一

定
進

ん
で

い
る

が
、そ

こか
ら具

体
的

な
連

携
や

事
業

化
に

つ
な

が
る

案
件

は
限

定
的

新

拡
拡

イ
ノベ

ー
シ

ョン
促

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

・ス
ター

トア
ップ

企
業

等
と県

内
企

業
との

つ
な

ぎ
・事

業
化

に
向

け
た

ア
ドバ

イス

・実
証

実
験

等
に

か
か

る
費

用
を

補
助

・製
品

開
発

に
か

か
る

費
用

を補
助

新
事

業
創

出
支

援
事

業
費

補
助

金
拡

新
活

用

活
用

支
援

支
援

産
学

官
連

携
産

業
創

出
支

援
事

業
費

補
助

金

紹
介

課
題

収
集

課
題

提
示

ココ
プ

ラ
の

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

機
能

に
よ

る
新

事
業

展
開

＜
起

02
＞
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